


















小児の健康の保持・増進を企画,実行してゆくとき,事故の防止はきわめて大きな問題であ

る｡一方,経験的に小事故(けが)をおこしやすい小児のいることも知られているので,こう

した小児の特徴を把握することができれば事故の予防に利用することも可能であろう。こ

の目的でまず,事故をおこしやすい小児(事故傾向児または頻回受傷児)について文献的に

考察し,ついで幼稚園における一調査成績について報告する｡ 


